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平成 25 年４月８日 

各    位 

会社名 株式会社竹内製作所 

代表者名 代表取締役社長 竹内 明雄 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 6432） 

問合せ先 取締役経営企画室長 神山 輝夫 

電話番号  0268-81-1100（代表） 
 

平成 25 年２月期通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 25 年 1 月 11 日付「平成 25 年２月期通期の業績予想の修正に関するお知らせ」において発表

いたしました平成 25 年２月期（平成 24 年３月１日～平成 25 年２月 28 日）の通期の業績予想について下記

のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

平成 25 年２月期 通期業績予想の修正 (平成 24 年３月１日～平成 25 年２月 28 日) 

 

【連結】 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当

期純利益 

 

前回発表予想（A） 
百万円

40,500
百万円

1,550
百万円

2,270
百万円 
1,940 

円 銭

118.79

今回修正予想（B） 41,208 1,405 2,905 3,322 203.41

増減額（B―A） 708 △145 635 1,382 －

増減率（％） 1.7 △9.4 28.0 71.2 －

(ご参考)前期実績 

(平成 24 年２月期) 
40,265 1,351 916 440 26.94

 

【個別】 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当

期純利益 

 

前回発表予想（A） 
百万円

38,900
百万円

1,470
百万円

2,360
百万円 

2,330 
円 銭

142.67

今回修正予想（B） 39,291 1,859 3,344 4,162 254.84

増減額（B―A） 391 389 984 1,832 －

増減率（％） 1.0 26.5 41.7 78.6 －

(ご参考)前期実績 

(平成 24 年２月期) 
36,715 677 539 295 18.11
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 修正の理由 

 

【連結】 

売上高は、主に欧州及び米国向けの建設機械の販売台数が増加したことにより、予想よりも７億８百万円

増加し 412 億８百万円になる見通しであります。 

利益の面では、米国の販売子会社において、翌期の春先の需要に備えた在庫増加による未実現利益が予想

よりも増加したことにより、営業利益は予想よりも１億４千５百万円減少し 14 億５百万円になる見通しで

あります。営業外収益において、円安による為替差益を５億８千万円見込んでおりましたが、７億８千万

円増加し 13 億６千万円を計上したことから、経常利益は予想よりも６億３千５百万円増加し 29 億５百万

円になる見通しであります。当社において繰延税金資産を計上することに伴い、法人税等調整額を△８億

２千２百万円計上したことから、当期純利益は、13 億８千２百万円増加し 33 億２千２百万円になる見通し

であります。 

 

【個別】 

売上高は、主に欧州及び米国向けの建設機械の販売台数が増加したことにより、予想よりも３億９千１百

万円増加し 392 億９千１百万円になる見通しであります。 

利益の面では、売上高の増加及び為替レートが予想よりも円安に推移したことから、営業利益は予想より

も３億８千９百万円増加し 18 億５千９百万円になる見通しであります。営業外収益において、円安による

為替差益を２億４千９百万円見込んでおりましたが、５億４千７百万円増加し７億９千６百万円を計上し

たことから、経常利益は予想よりも９億８千４百万円増加し 33 億４千４百万円となる見通しであります。

当期純利益は、繰延税金資産を計上することに伴い、法人税等調整額を△８億２千２百万円計上したこと

から、18 億３千２百万円増加し、41 億６千２百万円になる見通しであります。 

 

 

以上 

 


